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農場における死亡した家畜及び家きんの適正な処理について 

 

平素より畜産行政の推進に御尽力いただき、御礼申し上げます。 

豚熱及び高病原性鳥インフルエンザ発生に伴う疫学調査において、農場敷地内で家畜及

び家きんの死体を堆肥化していた事例が複数確認されています。 

家畜及び家きんの死体を堆肥舎などに放置することは、農場内へ野生動物を誘引し、野

生動物に付着した病原体が衛生管理区域外から区域内へ侵入すること及び病原体を外部に

持ち出すことにつながります。疾病のまん延防止の観点から、このような処理が行われる

ことのないよう、畜産関係者に対し、適切な指導をよろしくお願い申し上げます。 

なお、化製場等に関する法律（昭和 23 年法律第 140 号。以下「化製場法」という。）で

は、第２条第１項及び第８条に基づき、獣畜（牛、馬、豚、めん羊及び山羊）及び鳥類の

肉、皮、骨、臓器等を原料とする肥料等の製造は、化製場以外の施設で行ってはならない

とされているほか、同法第２条第２項に基づき、死亡獣畜取扱場以外の施設又は区域で死

亡獣畜を解体、埋却又は焼却してはならないとされています。また、廃棄物の処理及び清

掃に関する法律（昭和 45 年法律第 137 号。以下「廃棄物処理法」という。）第２条第４項

第１号に基づき、畜産農業に係る動物の死体は産業廃棄物と定められており、事業者が産

業廃棄物の処分等を行う場合は、同法の定めに従って適正に行わなければならないとされ

ています。必要な許可を取得していない施設で家畜及び家きんの死体を堆肥化することは、

化製場法や廃棄物処理法違反が疑われる行為でもあります。このような事例が生じること

のないよう、関係部局へ情報提供する等、協力を行いつつ、法令遵守について周知徹底す

るようお願い申し上げます。 


